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て
の
市
場
参
加
者
に
と
っ
て

公
平
な
価
格
が
存
在
す
る
と

し
、
保
険
市
場
に
お
け
る
公

正
保
険
料
は
、
①
期
待
損
失

コ
ス
ト
②
資
産
運
用
の
成
果

③
保
険
管
理
の
経
費
④
投
資

家
に
対
す
る
利
益
―
の
四
つ

の
構
成
要
素
で
決
定
さ
れ
る

こ
と
を
紹
介
し
、
「
効
率
的

な
保
険
市
場
」
や
「
リ
ス
ク

の
保
険
可
能
性
」
と
い
っ
た

概
念
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
近
年
、
保
険
業

界
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
る
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ

ク
の
影
響
に
つ
い
て
公
正
保

険
料
を
構
成
す
る
４
要
素
に

沿
っ
て
説
明
し
た
。
期
待
損

失
コ
ス
ト
（
運
用
成
果
を
無

視
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
の
原

価
）
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
に

よ
っ
て
期
待
保
険
金
コ
ス
ト

の
よ
り
正
確
な
推
定
が
可
能

に
な
り
、
変
動
（
リ
ス
ク
）

が
小
さ
く
な
れ
ば
、
保
険
経

営
の
た
め
の
バ
ッ
フ
ァ
で
あ

る
資
本
の
節
約
に
つ
な
が
る

と
し
た
他
、
契
約
者
の
契
約

後
の
行
動
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ

て
安
い
コ
ス
ト
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
保
険
料
が
安
く
な
る
可

能
性
（
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
保

険
や
健
康
増
進
型
保
険
）

や
、
期
待
損
失
コ
ス
ト
を
直

接
小
さ
く
す
る
活
動
（
減
災

対
策
）
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
資
産
運
用
に
与
え
る
影

響
で
は
、
運
用
成
果
の
向
上

と
運
用
リ
ス
ク
の
軽
減
に
加

え
、
保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
前
提
と

し
た
資
産
運
用
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
現
状
か
ら
、

高
度
な
金
融
工
学
人
材
が
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
と
説
明
し
た
。

　
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
の

「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｔ
　
Ｌ
ｏ
ａ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
（
資
本
コ
ス

ト
）
」
や
「
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ

ｅ
　
Ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
（
運

営
管
理
費
）
」
へ
の
影
響
や

可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た

後
、
ま
と
め
と
し
て
、
「
イ

ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
は
、
公
正

保
険
料
の
構
成
要
素
の
コ
ス

ト
切
り
下
げ
、
公
正
保
険
料

の
低
減
を
通
し
て
保
険
市
場

の
効
率
化
を
も
た
ら
す
」
と

の
シ
ナ
リ
オ
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
、
保
険
業
界
の
枠
を

超
え
た
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
「
保

険
の
進
化
に
よ
っ
て
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
貧
困
の

問
題
、
回
復
力
の
あ
る
経
済

・
社
会
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
の
問
題
に
対
し
て
も
一
定

の
貢
献
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
期
待
を
述
べ

た
。

　
松
田
氏
は
、
「
ぺ
イ
ヤ
ー

か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
～
保
険

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革

～
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
は
じ
め
に
自
社
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
紹
介
し
た

後
、
保
険
の
特
徴
と
し
て
、

「
消
費
財
と
は
異
な
り
、
商

材
が
目
に
見
え
な
い
こ
と
か

ら
、
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
リ

ス
ク
の
発
生
確
率
を
い
か
に

予
測
す
る
か
が
保
険
ビ
ジ
ネ

ス
の
根
幹
に
な
る
」
と
述
べ

た
。

　
ま
た
、
近
年
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
デ
ー
タ
分
析
技
術
の

進
歩
に
よ
っ
て
顧
客
の
リ
ス

ク
は
「
Ｕ
ｎ
ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｎ

（
潜
在
）
」
か
ら
「
Ｋ
ｎ
ｏ

ｗ
ｎ
（
顕
在
）
」
に
変
わ
っ

て
き
た
と
指
摘
。
ア
ク
サ
生

命
の
顧
客
に
対
す
る
役
割

も
、
こ
れ
ま
で
の
顧
客
に
不

幸
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
時

の
迅
速
な
保
険
金
・
給
付
金

の
支
払
い
と
い
っ
た
経
済
的

な
サ
ポ
ー
ト
か
ら
、
不
幸
な

出
来
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
プ
ロ
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

安
心
を
求
め
て
保
険
に
加
入

し
て
い
る
契
約
者
の
一
生
涯

の
幸
せ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
に
変
化
し
た
と
し
、
同
社

で
は
「
Ｐ
ａ
ｙ
ｅ
ｒ
か
ら
Ｐ

ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
へ
」
と
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る
と

述
べ
た
。

　
ア
ク
サ
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
に
不
可

欠
な
デ
ー
タ
分
析
や
イ
ン
シ

ュ
ア
テ
ッ
ク
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
て
か
ら
、
松

田
氏
は
、
今
後
社
員
に
求
め

ら
れ
る
能
力
と
し
て
、
「
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
数
学
的

な
Ｃ
ａ
ｐ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ

ｙ
」
「
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
つ
く
る
Ｃ
ａ
ｐ
ａ
ｂ

ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
」
「
ビ
ジ
ネ
ス

に
対
す
る
理
解
・
洞
察
力

（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

　

ａ
ｃ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
）
」
を
挙
げ

る
一
方
、
数
学
以
外
で
の
訴

求
や
リ
ー
ダ
ー
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
と
い
っ
た
対
応
も
必

要
だ
と
し
た
。

　
最
後
に
、
学
生
へ
の
期
待

と
し
て
、
①
し
っ
か
り
学

び
、
社
会
で
実
践
を
②
グ
ロ

ー
バ
ル
に
、
国
境
を
越
え
て

活
躍
を
③
よ
り
良
い
地
球
、

よ
り
良
い
未
来
づ
く
り
を
―

の
３
点
を
挙
げ
、
「
次
代
を

担
う
皆
さ
ん
に
は
大
き
な
夢

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
わ
れ

わ
れ
と
一
緒
に
な
っ
て
素
晴

ら
し
い
未
来
に
対
し
て
貢
献

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
」

と
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
東
北
大
学
東
北

メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク

機
構
の
荻
島
創
一
教
授
に
よ

る
「
コ
ホ
ー
ト
・
バ
イ
オ
バ

ン
ク
の
デ
ー
タ
に
よ
る
未
来

型
医
療
へ
の
取
組
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
特
別
講
演
、
東
北

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

の
照
井
伸
彦
教
授
に
よ
る

「
社
会
経
済
の
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
」
と
題
し
た
特
別
講

演
、
東
北
大
学
知
の
創
出
セ

ン
タ
ー
の
山
内
恒
人
氏
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

同
セ
ン
タ
ー
の
岩
沢
宏
和

氏
、
ア
ク
サ
生
命
執
行
役
員

商
品
開
発
本
部
長
の
河
島
鉄

郎
氏
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
た
パ
ネ
ル
討
論
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の

各
種
支
援
活
動
を
継
続
し
て

い
る
ア
ク
サ
生
命
と
、
日
本

で
初
め
て
訪
問
滞
在
型
の
研

究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
世
界
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
を
招

聘
（
し
ょ
う
へ
い
）
し
、
未

来
社
会
へ
の
課
題
解
決
の
た

め
の
場
を
提
供
す
る
東
北
大

学
知
の
創
出
セ
ン
タ
ー
が
共

同
で
開
設
し
た
も
の
で
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
不
可

分
な
未
来
社
会
を
保
険
の
観

点
か
ら
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
べ
き
か
、
と
い

う
テ
ー
マ
で
研
究
者
、
企

業
、
学
生
、
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
の
市
民
が
一
緒
に
考
え
、

議
論
し
、
社
会
に
提
言
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
10
月
の
開
始

を
前
に
先
行
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
冒

頭
に
ア
ク
サ
生
命
代
表
取
締

役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
安
渕
聖

司
氏
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

米
山
教
授
が
「
イ
ン
シ
ュ
ア

テ
ッ
ク
が
保
険
に
与
え
る
影

響
：
保
険
理
論
か
ら
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演

を
行
っ
た
。
は
じ
め
に
、
学

問
と
し
て
の
保
険
は
従
来
、

文
系
の
商
学
部
や
経
済
学
部

で
教
え
ら
れ
て
い
る
半
面
、

保
険
数
理
と
い
っ
た
理
系
的

な
側
面
も
あ
り
、
「
保
険
は

文
と
理
の
結
節
点
」
だ
と
紹

介
し
た
上
で
、
近
年
、
文
系

で
は
保
険
理
論
に
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
深
く

関
連
す
る
よ
う
に
な
る
一

方
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
で
は

数
理
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
い
う

新
し
い
研
究
領
域
が
生
ま
れ

る
な
ど
し
て
文
と
理
の
距
離

感
が
狭
ま
っ
て
い
る
と
述
べ

た
。

　
次
に
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ

ク
を
保
険
理
論
か
ら
考
え
る

前
提
と
し
て
、
保
険
の
価
格

理
論
に
つ
い
て
説
明
。
経
済

学
で
は
、
自
由
で
公
平
な
市

場
を
前
提
と
し
た
場
合
、
全

米
山
教
授
が
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
テ
ー
マ
に
基
調
講
演

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
保
険
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
ア
ク
サ
生
命
と
東
北
大
学
研
究
推
進
・
支
援

機
構
知
の
創
出
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
開
設
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
保
険

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
９
月
14
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
東
京
経
済
大
学
経
営
学
部
教
授
・
一
橋
大

学
名
誉
教
授
の
米
山
高
生
氏
が
イ
ン
シ
ュ
ア
テ

ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
、
ま
た
、
ア
ク
サ
生
命
取
締

役
専
務
執
行
役
員
の
松
田
貴
夫
氏
が
保
険
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講

演
を
行
っ
た
ほ
か
、
ア
ク
サ
生
命
の
役
職
者
や

東
北
大
学
の
教
員
が
講
演
や
パ
ネ
ル
討
論
を
行

っ
た
。
当
日
は
研
究
者
や
企
業
関
係
者
な
ど
多

数
が
視
聴
し
た
。

アクサ生命、東北大学知の創出センター

米山氏

松田氏


